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苦しみの内にあって、キリストは冷たい大地にしがみつかれます。この
お方の青ざめた唇からは「わが父よ、もしできることでしたらどうか、この
杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの思いのままにで
はなく、みこころのままになさって下さい」との痛々しい叫びがもれます（マ
タイ 26:39）。

一時間キリストはこの恐ろしい苦しみにお一人で耐えられました。それか
らこのお方は、同情の言葉を望んで、弟子たちのもとに来られました。し
かし、同情の言葉は一言もありませんでした。彼らが眠っていたからです。
彼らはこのお方のみ声で目が覚めましたが、このお方だとはほとんどわか
らないほどでした。苦悩のためにこのお方のみ顔はそれぐらい変わってし
まいました。このお方はペテロに呼びかけて言われたました
「シモンよ、眠っているのか、ひと時も目をさましていることができなかっ

たのか」（マルコ14:37）。
キリストは園のほうへ足を向けられる直前に、「今夜、あなたがたは皆わ

たしにつまずくであろう」と弟子たちに言っておられました。彼らは牢獄に
でも、死に至るまでも共に行きますと最大限の保証をしていました。そし
て気の毒にも自信の強いペテロは、「たとい、みんなの者がつまずいても、

わたしはつまずきませ
ん」と付け加えていまし
た（マルコ14:27，29）。

しかし、弟子たちは自
分自身に信頼していまし
た。彼らはキリストに勧
告されていたように大い
なる助け主を見ていませ
んでした。そのため、救
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